
 

 

 

【韓国】 総合指数は週間で 0.5％安と続落、今週は 2500ポイントを試す展開か 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 0.5％安と続落。週前半は売り優勢で、前週の 17 日から 23 日まで 5 営業日続落となり、約 1 カ月

ぶりの安値を更新した。米長期金利の上昇や米金融引き締め懸念、韓国からの資金流出への警戒感からリスクを回避する

動きが広がった。主力のハイテク株が相場の下げを主導。一方、

週央以降は週末まで 3 連騰。24 日は値ごろ感を意識した買い

が入った。韓国中銀が会合で政策金利を 0.25％引き上げると決

定した 25 日は 1.2％高。利上げが市場の想定通りの内容と受け

止められ、安心感が広がった。26 日は上値が重い場面もあった

が、小幅高で引けている。今週は 2500 ポイントを試す展開か。

韓国国内では 7 月の鉱工業生産、小売売上高、4-6 月期の GDP

成長率改定値、8 月の製造業 PMI、CPI などが発表される予定。 

 

【ロシア】 RTS指数は週間で 1.1％高と 3週続伸、今週は引き続き堅調か 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は 1.1％高と 3 週続伸。ルーブル安が重しとなったものの、原油高を好感したエネルギー株の上昇が相

場を押し上げた。前週までに続伸した RTS指数は、週明け 22 日に前週末比 0.3％高となり、23 日も 1.4％高と続伸。終

値で 7 月 4 日以来の水準を回復した。海外株安が重しとなった

ものの、原油高を背景にエネルギー関連銘柄が上昇し、指数を

押し上げた。24 日は 0.7％安と 5 営業日ぶりに反落したが、週

後半はほぼ横ばいで推移した。ブレント原油は週間で 4.4％高

と大幅反発し、ルーブルは対ドルで 1.4％下落した。個別銘柄

では、エネルギーのノバテクが 6.6％、ロスネフチが 4.8％、タ

トネフチが 4.4％、金融のズベルバンク・オブ・ロシアが 4.2％、

産金のポリュスが 3.9％上昇した。今週は引き続き堅調か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 1.1％高と 7週続伸、今週も堅調な展開か 

先週の動き／今週の展望 

VN 指数は週間で 1.1％高と 7 週続伸。海外投資家の買い越しも追い風に、6 月 10 日以来の戻り高値を更新した。週

明け 22 日は利益確定売りが強まり、前週末比 0.7％安となったが、先高観を背景に 23 日に 0.8％高と 4 営業日ぶりに反

発すると、海外投資家の買い越しも追い風に 25 日まで 3 日続

伸した。26日は 0.5％安と 4日ぶりに反落したが、一時 1295.12

ポイントをつけ、6 月 10 日以来の水準を回復した。個別銘柄で

は PC・携帯電話販売のモバイル･ワールド･インベストメント

が 12.6％高と急伸し、ゴム製品のベトナム・ラバーが 5.0％高、

公益のペトロベトナム電力総公社が 4.8％高と上昇した。一方、

不動産のビングループが 4.3％安、飲料のサイゴンビール・アル

コール飲料が 3.6％安となった。今週は引き続き堅調な展開か。 
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【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 1.2％高、原油価

格上昇でエネルギー株に買い 

SET 指数は週間で 1.2％高と 6 週続伸。週後半の反発が奏功

した。週初の 22 日は週末に米ジャクソンホール会議を控えた

利益確定売りで 3 営業日続落。一方、23 日は欧州での燃料不足

に対する警戒感などを受けて原油価格が上昇し、関連銘柄が買

われ前日比 1.1％高と反発した。24 日はプラユット首相の任期

問題を巡り憲法裁判所が首相職務の一時停止を命じ、政局の混

乱が懸念されたものの影響は軽微で、指数は小幅な反落にとど

まった。週後半は 25 日にサイアム商業銀行とタイ空港公社を

含む大型株の一角が買われて反発すると、26 日は続伸して引け

ている。今週は 31 日に 7 月の鉱工業生産が発表される予定。 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

0.3％安、今週は 1500ポイント台維持に期待 

クアラルンプール総合指数は週間で 0.3％安と続落。週後半

の買い戻しが下落幅を縮めた。週初の 22 日は前週からの利益

確定売りが続き、指数は終値で 8 営業日ぶりに節目の 1500 ポ

イントを割り込み 4 日続落。23 日は終始 1400 ポイント台で推

移すると、24 日は世界経済の後退懸念の広がりで、前日比 1.0％

安と終値で約 1 カ月ぶりの安値を更新した。ただ、25 日は引け

際の買いが奏功し 7 日ぶりに反発すると、26 日は前日の NY ダ

ウが米長期金利の低下を受けて上昇した流れを引き継ぎ、終値

で 1500 ポイント台を回復して引けている。今週は 29 日発表の

7 月の CPI が焦点。31 日は独立記念日のため休場となる。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 0.5％

安、中央銀行が 3年 9 カ月ぶりの政策金利引き上げを決定 

ジャカルタ総合指数は週間で 0.5％安と 6 週ぶりに反落。週

後半の下落が響いた。週初の 22 日は、前週末の NY ダウが反

落した流れを引き継ぎ続落。一方、23 日に反発すると、24 日

は中央銀行が前日の金融政策決定会合で、市場の予想に反して

政策金利を 18 年 11 年以来、3 年 9 カ月ぶりに引き上げ、3.75％

に設定した効果で金融株の一角が買われて続伸した。ただ、週

後半は 25 日に反落すると、26 日は引け際に売られ、続落して

引けている。今週は 1 日に 8 月の CPI が発表される予定。パウ

エル FRB 議長がジャクソンホール会議の講演でインフレ抑制

策の継続を表明したことに対する市場の反応も注目される。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

0.1％高、7月の CPI上昇率は約 14年ぶりの高水準 

ストレーツタイムズ指数は週間で 0.1％高と 3 週ぶりに小幅

反発。米経済シンポジウムのジャクソンホール会議を週末に控

えた様子見で、狭いレンジでの取引となった。週初の 22 日は

反発したが、23 日は 7 月の CPI 上昇率が前年同月比 7.0％と

08 年 6 月以来の高い伸びを示したことが売り材料視されて反

落。24 日は下げ止まらず続落した一方、25 日は前日の NY ダ

ウが 4 日ぶりに反発した流れを引き継ぎ買い戻された。26 日は

7 月の鉱工業生産が前年同月比 0.6％増と市場予想を大幅に下

回ったものの影響は小さく、小幅続伸して引けている。今週は

2 日の取引終了後に 8 月の製造業 PMI が発表される予定。 
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